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児童・生徒一人一人にきめ細やかな教育を 
～学生ボランティア補助教員事業～ 

 

市
内
小
中
学
校
で
交
通
安
全
 

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

《
相
談
事
例
》　
　
　
　
（
２０
代
男
性
）
　
 

　
パ
ソ
コ
ン
で
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
て
い
て
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
入
り
、

女
性
の
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
。
「
あ
な

た
は
１８
歳
以
上
で
す
か
？
１８
歳
以
上
の
方

の
み
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
あ
っ
た
の
で
、

「
Ｏ
Ｋ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
た
ん
、
「
登

録
を
完
了
し
ま
し
た
。
登
録
料
４
万
９
千

円
を
２
日
以
内
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
い
う
大
き
な
赤
文
字
が
画
面
に
出
た
。

慌
て
て
画
面
を
閉
じ
た
が
、
有
料
だ
と
わ

か
っ
て
い
れ
ば
ク
リ
ッ
ク
し
な
か
っ
た
。

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
 

　
　
　
　
　
◆
 
解
説
 
◆
 

　
契
約
は
、
当
事
者
同
士
で
ど
の
よ
う
な

内
容
に
す
る
か
合
意
が
あ
っ
て
、
初
め
て

成
立
し
ま
す
。
相
談
事
例
は
、
有
料
サ
イ

ト
を
利
用
す
る
と
の
意
思
が
な
い
た
め
、

契
約
が
成
立
し
た
と
は
言
え
ず
、
料
金
を

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
利

用
し
た
と
き
に
登
録
料
に
つ
い
て
の
表
示

が
あ
っ
て
も
、
紛
ら
わ
し
く
わ
か
り
に
く

い
も
の
で
あ
れ
ば
、
錯
誤
に
よ
る
無
効
が

主
張
で
き
ま
す
。
 

　
最
初
の
ク
リ
ッ
ク
で
年
齢
認
証
や
規
約

が
表
示
さ
れ
て
、
次
の
ク
リ
ッ
ク
で
登
録

完
了
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ツ
ー
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
で
す
。
平
成
１３
年
に
施
行
さ
れ
た
「
電

子
消
費
者
契
約
法
」
で
は
、
申
し
込
み
の

内
容
（
利
用
内
容
、
料
金
等
）
を
確
認
で

き
る
画
面
を
業
者
が
用
意
し
な
い
場
合
、

消
費
者
の
操
作
ミ
ス
に
よ
る
契
約
は
無
効

と
し
て
い
ま
す
。
業
者
が
「
電
子
消
費
者

契
約
法
は
守
っ
て
い
る
か
ら
Ｏ
Ｋ
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
時
点
で
契
約
は
成
立
」

と
画
面
で
主
張
し
て
き
て
も
、
こ
の
よ
う

な
場
合
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い

え
ず
、
支
払
い
の
義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。
 

　
業
者
に
連
絡
を
と
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

「
利
用
し
て
い
な
い
」
旨
や
苦
情
の
返
信

メ
ー
ル
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
業
者
か
ら

「
反
応
の
あ
る
人
」
と
見
ら
れ
、
更
に
メ

ー
ル
や
請
求
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
連
絡
を
と
る
こ
と

に
よ
り
、
住
所
や
氏
名
や
勤
務
先
な
ど
の

個
人
情
報
を
巧
み
に
聞
き
出
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
無
料
だ
と
思
っ
て

ア
ク
セ
ス
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
業
者
の
要

求
は
無
視
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
 

　
不
当
な
請
求
に
は
安
易
に
応
じ
ず
、
困

っ
た
と
き
は
、
市
や
県
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

I

商
工
振
興
課
蕁
　
３３６
〔
市
の
消
費
生
活

相
談
は
、
月
・
火
・
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）
、
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
、
市
役
所
３
階
消
費
生

活
相
談
室
〕
、
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
春
日
部
蕁
０４８
・
７３４
・
０
９
９
９
 

〜
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
紹
介
〜
 

　
平
成
１８
年
度
に
貸
し
出
し
が
多
か
っ
た

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
お
読
み

に
な
っ
た
本
は
あ
り
ま
す
か
？
 

■
一
般
書
部
門
 

１
位
「
東
京
タ
ワ
ー
」
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
著
 

２
位
「
そ
の
日
の
ま
え
に
」
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
重
松
　
清
　
著
 

３
位
「
震
度
０
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
秀
夫
　
著
 

４
位
「
か
ん
た
ん
家
事
ノ
ー
ト
」
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
　
編
 

５
位
「
生
協
の
白
石
さ
ん
」
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
白
石
　
昌
則
　
著
 

■
児
童
書
・
絵
本
部
門
 

１
位
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ち
き
ゅ
う
さ
い
ご
の
日
」
 

原
　
ゆ
た
か
　
著
 

２
位
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
金
も
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
原
　
ゆ
た
か
　
著
 

３
位
「
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
と
け
ー
き
」 

　
　
　（
絵
本
） 

　
わ
か
や
ま
　
け
ん
　
さ
く
 

■
漫
画
図
書
部
門
 

１
位
「
ド
ラ
え
も
ん
　
胸
キ
ュ
ン
感
動
　
編
」
 

　
藤
子
・
F
・
不
二
雄
　
著
 

２
位
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
　
巻
２５
」
 

鳥
山
　
明
　
著
 

３
位
「
あ
た
し
ン
ち
　
１
」
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
け
ら
　
え
い
こ
　
著
 

■
ビ
デ
オ
・
D
V
D
部
門
 

１
位
「
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太
の
恐
竜
」（
ビ
デ
オ
） 

２
位
「
新
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
　
４
」（
ビ
デ
オ
） 

３
位
「
の
り
も
の
探
検
隊
」

（
ビ
デ
オ
） 

■
C
D
部
門
 

１
位
「
ド
リ
マ
ー
ジ
ュ
」ド
リ
ー
ム
ズ・
カ
ム・
ト
ゥ
ル
ー
 

２
位
「
B
I
G
M
A
C
H
I
N
E
」
B
Z
 

３
位
「
全
曲
集
」
　
ち
あ
き
　
な
お
み
 

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

　
八
幡
・
八
條
両
図
書
館
　
７
月
２
日
豺
 

Q

Q

A

A

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
付
い
て
い
ま
す
か
？
 

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し
て

お
り
、
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
が
約
9

割
に
及
び
ま
す
。
死
者
の
半
数
以
上
が

高
齢
者
で
、
死
に
至
っ
た
原
因
の
約
７

割
は
、
逃
げ
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
警
報
器
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ど
の
家
に
も
必
要
な
の
？
ま
た
、
い

つ
ま
で
に
設
置
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？
 

　
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
必
要
で
す
。

　
新
築
住
宅
は
、
平
成
１８
年
６
月
１
日

か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
住
宅
は
、
平
成
２０
年
６
月
１
日

ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
自
動
火
災
報
知
設
備
ま
た
は
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
設
置
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

              　
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
？
 

　
漓
寝
室
（
普
段
就
寝
し
て
い
る
部
屋

の
こ
と
で
、
来
客
用
の
部
屋
は
除
き
ま
す
）
 

滷
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
 

澆
３
階
建
て
以
上
の
場
合
は
、
右
記
漓

滷
の
ほ
か
に
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
、
２

つ
下
の
階
段
（
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
階

段
を
除
く
）
、
ま
た
、
寝
室
が
避
難
階
（
１

階
）
の
み
に
あ
る
場
合
は
、
居
室
の
あ

る
最
上
階
の
階
段
 

潺
右
記
漓
滷
澆
で
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
必
要
が
な
か
っ
た
階
で
、
就
寝
に

使
用
し
な
い
居
室
（
床
面
積
が
７
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
）
が
５
部
屋
以
上
あ
る

階
の
廊
下
 

悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適
正
な
価
格
・

無
理
強
い
販
売
な
ど
）
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
対
象
で
す
。
 

I

消
防
本
部
予
防
課
蕁
９９６ 
│
０
１
３
４
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
蕁
０
１
２

０
│
５６５
│
９１１
受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
・
休
日
、

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）
 

           〜
安
全
教
育
の
推
進
〜
 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
「
安
心
・
安
全
な

学
校
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
安
全
教
育
の

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
　
 

　
小
学
校
で
は
、

第
１
学
期
の
間

に
、
安
全
な
歩

行
や
正
し
い
自

転
車
乗
り
が
で

き
る
よ
う
に
、

交
通
安
全
教
室

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
交
通
指

導
員
さ
ん
を
始

め
、
交
通
安
全
協
会
や
保
護
者
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
、
児
童
や
地
域
の
実
態
に

応
じ
、
体
験
活
動
等
、
内
容
を
工
夫
し
、

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
中
学
校
で
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や

よ
り
良
い
マ

ナ
ー
の
実
践

が
で
き
る
よ

う
、
継
続
的

な
交
通
安
全

教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
れ

ら
の
学
習
を
通
し
、
交
通
安
全
の
大
切
さ

と
交
通
事
故
の
怖
さ
を
実
感
し
、
自
分
の

命
や
家
族
、
友
だ
ち
の
命
を
守
る
た
め
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
と
す
る
心
や

態
度
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
が
、
家
庭
を
中
心
と
し
た
地
域
で

の
生
活
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
交
通
指
導
員
、
交
通
安
全
協

会
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
関
係
機
関
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
交
通
安
全
教
育
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
 

I
指
導
課
蕁
　
３
５
８
 

 

交通指導員による自転車の乗り方指導 

警察の方から交通安全についてのお話 

　「学生ボランティア補助教員
事業」は、市が文教大学等の
協力を得て、教員を目指す学生
を市内の小・中学校に補助教
員として配置し、よりきめ細やか
な教育を実現するために実施し
ているものです。 
　昨年度は、約３０人の学生が
補助教員として参加しました。
今年度で６年目を迎えます。 

　補助教員としての主な活動は、漓授業での教科指導補助、滷放
課後の補習指導補助、澆給食や清掃などの指導補助、潺部活動
における技術指導補助、潸生徒指導に関する支援、澁休み時間で
の子どもたちとのふれあい、などです。 
　子どもたちからは、「授業で分からないことが気軽に聞ける」「見本
を見せてくれたり、技術的なことを教えてもらったりして部活動が楽し
い」などの声が数多く上がっています。 
　本年度の学生ボランティア補助教員事業費は１,０５６千円で、市
民一人当たりに換算すると約１３円（平成１９年５月１日現在の人口を
基準に算出）となります。 
　今後も、子どもたちが、「分かった」「できた」という喜びや達成感
を味わい、楽しく充実した学校生活を送ることができるよう、本事業
の一層の推進に努めていきます。　 
I指導課蕁　３５８ 

 

,

✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣

乕「納税は　未来づくりの　第一歩」八條中学校3年・大竹杏奈さん、「納税が　日本の明日を　切り開く」八幡中学校3年・千葉暁登さん、「税金で　もっと輝く　 
　大好きな町」潮止中学校2年・高橋梓さん（平成18年度税に関する標語・八潮市長賞） 
　6月は、市県民税・国民健康保険税・介護保険料第1期の納期です。税金の納付には、安全・確実・便利な口座振替を 

し
げ
ま
つ
 

よ
こ
や
ま
 

ひ
で
お
 

し
ら
い
し
 

ま
さ
の
り
 

は
ら
 

ふ
じ
こ
 

と
り
や
ま
 

あ
き
ら
 

ふ

じ

お

 

き
よ
し
 

有
料
サ
イ
ト
の
不
当
請
求
は
無
視
が
一
番
！
 

校外学習「まち探検」の様子 


